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可決

令和 7 年度予算

前年度比前年度比 33 億億 60006000 万円（万円（4.7％4.7％）増）増

一般会計一般会計 7979    50005000万円万円億億

新年度予算の新年度予算の
ポイントポイント

全会計全会計総額総額109109　　58085808
前年度比前年度比 44 億億 15481548 万円万円（（3.9％3.9％））増増

億億 万円万円
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

当初予算 人口

86億1600万円

70億1300万円

75億9000万円

（百万円） （人）

66億3600万円
68億5600万円

68億8200万円

79億5000万円

一般会計当初予算と人口の推移

令和７年度各会計予算審査特別委員会において、７会計予算に令和７年度各会計予算審査特別委員会において、７会計予算に
対する審議を行った。対する審議を行った。

一般会計では、瓜幕エリア自然体験留学センター新設等実施設一般会計では、瓜幕エリア自然体験留学センター新設等実施設
計業務委託事業予算に関する質疑が集中し、反対討論も行われた。計業務委託事業予算に関する質疑が集中し、反対討論も行われた。

採決の結果、賛成７、反対２の賛成多数で可決した。採決の結果、賛成７、反対２の賛成多数で可決した。
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令和 7 年度予算

※１万円未満切り捨て。
※各科目ごとの合計は、総合計と一致しない。

46,645 52,956
5,480 5,00821,627 21,686

49,837 45,998

43,296 47,945

55,502
72,517

68,077

78,374

94,705

96,520

152,581
130,401

221,245
243,590

商工費
議会費

令令和和77年年

度度

75億9000万円

7799億億55000000万万円円

歳歳 出出

総務費

民生費

衛生費

農林費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他

令和6年度

15,509 13,720
15,000 15,000

45,774 39,546

65,864 65,292

86,113
81,690

84,677 94,217

28,274 29,874

31,018 31,702

31,010 39,040

60,958
79,915

294,800

305,000

繰入金

国庫

支出金

地方

交付税

その他

諸収入

町税

75億9000万円

7799億億55000000万万円円

依

存

財

源

その他

町債

道支出金

寄附金

使用料及び

手数料

令和6年度 令令和和77年年度度

自

主

財

源

58.8%

41.2%

依

存

財

源

61.0%

自

主

財

源
39.0%

（単位:万円）

歳歳 入入

一 般 会 計 予 算

令令和和77年年度度

※１万円未満切り捨て。各科目ごとの合計は、総合計及び他資料と一致しない。

■	カナダ・ス町との交流が40年を迎えます。40年前、担当職員のひとりとして携わっ
ていました。当時、聞きとれなかった英語。今、聞こえなくなって来ています。つぶやき

一 般 会 計 予 算一 般 会 計 予 算
歳　　入歳　　入 歳　　出歳　　出
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クローズアップ 2025

な主 事 業
カーボンニュートラルの推進

重層的支援体制の整備
安心して暮らせるまちづくりの推進

教育支援と教育環境の整備

地域経済を支える農業・商工業の振興

瓜幕エリア自然体験留学
センター新設等実施設計業務委託

4000 万円
瓜幕エリアの脱炭素設備整備及び瓜幕自
然体験留学センター新設に伴う実施設計
を行う。

継続

鹿追高校シェアハウス
食事棟改修実施設計業務委託

600 万円
犖
らく
羅
ら
館
かん
（旧鹿追診療所）を改修し、ペ

ンギンハウス（シェアハウス）居住者
用の食事棟を整備する。

新規

国際バカロレア事業

4329 万円
鹿追中学校及び瓜幕中学校の国際バカ
ロレア認定に向け、コーディネーター
の配置や研修等を行う。

拡充

役場周辺エリアＺＥＣ化
改修等実施設計業務委託

１億 186 万円
役場周辺の公共施設を省エネルギー化
するため、改修を行う。
令和７年度は実施設計を行う。

継続

第 3 バイオガスプラント
整備基本設計調査業務委託

660 万円
新規バイオガスプラント整備計画マス
タープランを令和２年度に策定したが、
建設資材費高騰等のため再調査を行う。

新規

5578 万円

2600 万円

学校給食運営事業

中鹿追分館増築事業

鹿追高校寄宿舎運営事業

5366 万円
ペンギンドミトリー（高校寄宿舎）の
運営管理業務等を委託して行う。

拡充

4474 万円

2383 万円

鹿追高校生海外派遣事業

鹿追高校通学費外補助事業
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クローズアップ 2025

■ 今回で 40回目の一般質問でした。何回やっても緊張します。つぶやき

年度に進められる

防災行政無線放送
施設整備事業
2 億 478 万円

防災行政無線をデジタル方式に更新す
る。音声放送のほか、モバイル端末へ
の連動等が可能になる。

継続

消防高機能
指令センター機器更新事業

2076 万円
消防署の指令システム及びデジタル無線
機器を更新する。

新規

2 億 4400 万円

1 億 3351 万円

畑作物産地生産体制
確立・強化緊急対策事業

1200 万円
持続的な畑作物産地体制の構築を図る
ため、品目ごとの環境変化への対応策
を支援する。

継続

５２０２

子ども医療費等助成事業

3037 万円
0 歳から 18歳までのお子さんが医療機
関等で受診する医療費（健康保険適用
分）を全額助成する。

継続

瓜幕小学校体育館
特定天井改修事業

6272 万円
瓜幕小学校の体育館を耐震改修し、安全
性向上を図る。

継続

重層的支援事業

8632 万円
子ども、障がい者、高齢者等への支援
を行う。また、複合的な課題を持つ方
に対する支援を多機関で一体的に行う。

継続

道路新設改良事業

鹿追地区処理施設更新（下水道）

道営土地改良事業

町営牧場事業
5550 万円

3 億 5535 万円
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A

第３バイオガスプラント
整備基本設計調査業務

Ｑ

環境保全センター環境保全センター

調査で得られた有用デー
タは今後の計画に活用した
い。多額の建設費を要する
ため、民間事業者と連携し
て事業を進めたい。

令和 2年度に実施した第
３バイオガスプラント整備
計画マスタープランの調査
結果の活用方法と、90 億
円超とされる建設費の見込
みは。

算・ 質 疑算・ 質 疑

証明書コンビニ交付

来年度からの実施は考え
ていない。
町民の利便性向上のため

コンビニ交付の研究を進め
たい。導入は、国の動きや
財源を含め検討したい。

マイナンバーカードを使
い、コンビニで住民票等を
交付する「コンビニ交付」
の実施予定は。

実施が待たれるコンビニ交付実施が待たれるコンビニ交付

予算審査特別委員会

成多数で可決した。主な質疑は下記のとおり。
（清水 浩徳 委員長）を設置し、3 月 17 日に審査を行った。（清水 浩徳 委員長）を設置し、3 月 17 日に審査を行った。

A

Ｑ

総 務 費

A

地域活性化起業人派遣企
業負担金の事業内容は。

令和 6年度に東京の事業
者と協定を結び、空き家調
査を行った。調査結果を基
に、令和 7年度は居住実態
のない方や空き家を管理し
ている方にアンケート調査
等を行う予定である。

空き家対策を推進空き家対策を推進

地域活性化起業人
（空き家対策）

Ｑ

総 務 費

A それぞれの課題が難しく
進展しないケースがある。
月 1回の定例会で情報共有
をしながら、今後も検討を
継続する。令和７年度は、
ケアラーに対する支援も進
める。

重層的支援のこれまでの
状況を踏まえ、今後の展開
は。

多機関で一体的に支援多機関で一体的に支援

重層的支援体制整備事業

Ｑ

民 生 費

瓜幕水耕栽培ハウスで生
産している作物がノウフク
ＪＡＳの認証を受け、「シ
カベジ」として販売してい
るが、販路等の今後の見込
みは。

販路は少しずつ増えてい
る。収益が賃金に反映する
ため、栽培作物も考慮しな
がら、今後も販路を増やし
ていきたい。

A
瓜幕水耕栽培ハウスでの作業の様子瓜幕水耕栽培ハウスでの作業の様子

就労継続支援Ｂ型事業所
活動状況

Ｑ

民 生 費農 林 費

A 令和７年度は TikTok も
活用したい。市街地に人の
流れを作るようなイベント
を展開したい。

観光協会では、ＳＮＳを
活用しＰＲ等を行っている
が、新年度の活動のポイン
トは。

鹿追町観光協会のインスタグラム鹿追町観光協会のインスタグラム

観光協会活動方策

Ｑ

商 工 費
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The 予The 予
令和７年度予算は、各会計予算審査特別委員会令和７年度予算は、各会計予算審査特別委員会

■	 芽吹く時期になりました。今季もたくさんの花を咲かせます。つぶやき

予算審査特別委員会

審査の審査の結果、一般会計予算は賛成７、反対２の賛

公営住宅の解体が進み更
地が増えているが、今後の
計画は。

公営住宅の解体は、公営
住宅長寿命化計画に基づき
進めている。白樺団地の解
体を令和 9年まで進める。
解体跡地の利用計画は明確
になっていないが、今後公
有財産利活用計画で検討し
たい。

A
解体予定の白樺団地（北町）解体予定の白樺団地（北町）

公営住宅解体後の計画

Ｑ

土 木 費

A

町の文化遺産を維持管理
するための予算を確保して
いるか。文化遺産保護のた
め、予算措置が必要では。

町の文化遺産である白蛇
姫舞とオパール産地につい
ては予算措置しているが、
旧拓鉄と河西鉄道の交差橋
台跡や SL は、修繕が必要
であれば検討する。保存物
の状況は確認しており、適
切に管理していきたい。

緑町公園で保存されている旧拓鉄ＳＬ緑町公園で保存されている旧拓鉄ＳＬ

文化遺産維持管理

Ｑ

教 育 費

A 令和元年度に処理施設
及び管路の機能診断を実施
し、令和 2年度には健全度
評価を行った。これに基づ
き、最適整備構想により更
新計画を策定し、実施して
いる。管路は 5段階評価で
最も良好な状況であった。

各地で下水道管破損等に
よる道路の陥没事故が起き
ているが、鹿追町の状況は。

鹿追町浄化センター鹿追町浄化センター

下水道管等施設管理

Ｑ

下水道会計

各事業の進め方や課題に
対し、理事者が自責を認め、
反省の意を示している。
これは管理職の自覚が不

十分であるためと考える。
課長職の意識改革のた

め、副町長が先頭に立ち、
庁舎内で研修を実施して
は。

課長職に具体的にどう研
修させるか、考えたい。A

説明員として議会に出席する管理職説明員として議会に出席する管理職

管理職研修

Ｑ

総 括 質 議

「地域の声を聞いて熟考を」「地域の声を聞いて熟考を」
瓜幕エリア自然体験留学センター瓜幕エリア自然体験留学センター

金
かね

 子
こ

　孝
たか

 伸
のぶ

  議 員
瓜幕自然体験留学センター実施設計につながる基本構想、基本設

計に不備・不足がある。より良いものにするため、基本設計を基に
再考する時間を有する必要があると考える。
この事業の総工事費は６億 1499 万円、うち、自然体験留学セン

ター新設工事は外構工事を含め２億 9511万円としている。
これに係る実施設計費は 4000 万円、うち、留学センターＺＥＢ

化建て替え設計費はおよそ 1600万円であり、大きな予算である。
地域・行政・議会が考える時間を有してほしいという希望のもと、

留学する子どもたちにとって最善を尽くすための反対討論とする。

対対反 論論討

自然体験留学センター自然体験留学センター
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○
鹿
追
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例

一
般
廃
棄
物
処
理
業
及
び
浄
化

槽
清
掃
業
の
各
種
許
可
申
請
手
数
料

を
定
め
た
。

○
鹿
追
高
等
学
校
寄
宿
舎
設
置
条
例

高
校
寮
の
鹿ろ
く

砦さ
い

寮
を
廃
止
し
、

新
た
に
ペ
ン
ギ
ン
ド
ミ
ト
リ
ー
（
高

校
寄
宿
舎
）
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
名
称

を
ペ
ン
ギ
ン
ハ
ウ
ス
に
変
更
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
使
用
料
金
を
改
定
し
た
。

使
用
料
は
、
ペ
ン
ギ
ン
ド
ミ
ト

リ
ー
が
月
額
８
万
円
、
ペ
ン
ギ
ン
ハ

ウ
ス
が
月
額
７
万
円
。
在
寮
生
と
令

和
７
年
度
入
学
者
に
は
経
過
措
置
を

規
定
し
た
。
規
則
に
よ
り
減
免
規
定

も
定
め
た
。

障
が
い
者
就
労
支
援

障
が
い
者
就
労
支
援

○
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
増
設

工
事
補
助
金	

１
８
８
０
万
円
減

○
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
増
設

工
事
費
貸
付
金	

２
０
０
０
万
円
減

も
み
じ
工
房
に
対
す
る
補
助
及

び
貸
付
金
を
減
額
し
た
。
も
み
じ
工

房
で
は
、
事
業
所
の
増
設
工
事
を
予

定
し
て
い
た
が
、
経
費
高
騰
等
の
理

由
に
よ
り
実
施
者
が
確
定
し
な
い
た

め
、
事
業
を
延
期
し
た
。

町
道
維
持
管
理

町
道
維
持
管
理

○
町
道
除
雪
委
託
料
１
２
７
０
万
円

○
自
動
車
・
機
械
・
排
雪
ダ
ン
プ
借

上
料	

５
０
０
万
円

町
営
牧
場
用
備
品
購
入

町
営
牧
場
用
備
品
購
入

○
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
購
入		


	

４
２
６
万
円

継
続
費

継
続
費

○
防
災
行
政
無
線
放
送
施
設
整
備
事

業	

２
億
６
４
０
０
万
円

防
災
行
政
無
線
放
送
施
設
整
備

事
業
の
継
続
費
を
７
２
８
０
万
円
減

額
し
、
令
和
６
年
度
及
び
７
年
度
の

年
割
額
を
変
更
し
た
。

○
役
場
周
辺
エ
リ
ア
Ｚ
Ｅ
Ｃ
化
改
修

等
事
業	

41
億
３
５
０
７
万
円

役
場
周
辺
エ
リ
ア
Ｚ
Ｅ
Ｃ

化
改
修
等
事
業
の
継
続
費
を

６
億
８
８
７
２
万
円
増
額
し
、
令
和

７
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の
年
割
額

を
変
更
し
た
。

３月定例議会
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
６
日

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
６
日

か
ら
か
ら
1919
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1414
日
間
の
会
期

日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
喜
井
知
己
町
長
か
ら

で
開
か
れ
、
喜
井
知
己
町
長
か
ら

町
政
執
行
方
針
、
渡
辺
雅
人
教
育

町
政
執
行
方
針
、
渡
辺
雅
人
教
育

長
か
ら
は
教
育
執
行
方
針
が
述
べ

長
か
ら
は
教
育
執
行
方
針
が
述
べ

ら
れ
た
。

ら
れ
た
。

町
提
出
案
件
は

町
提
出
案
件
は
3333
件
で
、
令
和

件
で
、
令
和

７
年
度
予
算
、
新
規
条
例
、
条
例

７
年
度
予
算
、
新
規
条
例
、
条
例

改
正
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件
他

改
正
、
補
正
予
算
、
人
事
案
件
他

全
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

全
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

○
鹿
追
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
）」
が
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
に

よ
り
令
和
７
年
度
か
ら
制
度
化
さ

れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
町
で
は
事
業
を

実
施
す
る
民
間
事
業
者
を
認
可
す

る
た
め
、
事
業
の
設
備
及
び
運
営

基
準
を
定
め
た
。

○
鹿
追
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例子

ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
事
業
計
画
策
定
等
に
あ
た
り
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置

し
た
。

子
ど
も
の
保
護
者
や
子
育
て
支

援
当
事
者
等
の
意
見
を
反
映
し
、

実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す
る
た
め
、

議
論
を
進
め
る
。

委
員
は
12
人
以
内
で
、
任
期
は

２
年
。

ペンギンドミトリー（高校寄宿舎）内部ペンギンドミトリー（高校寄宿舎）内部
キッチンと個室（奥側）キッチンと個室（奥側）

認定こども園しかおい認定こども園しかおい

新
規
条
例

新
規
条
例

補
正
予
算

補
正
予
算

３月３月
定例議会定例議会

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

１
億
２
１
１
２
万
円
減
額

総
額
87
億
５
６
８
４
万
円

○
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
制
定

○
鹿
追
高
等
学
校
寄
宿
舎
設
置
条
例
改
正

条
例
改
正

条
例
改
正

■請願第１号
◎件　　名　食料安全保障の強化に向けた次

期基本計画及び酪肉近の改訂を
求める請願

◎請 願 者   鹿追町農民団体連絡協議会
会長　武藤 敦則

◎紹介議員　清水 浩徳・山口 優子
◎請願趣旨　
　食料・農業・農村基本計画の改訂にあたり、
国内生産増・食糧自給率向上・直接支払い
制度構築等の農政を推進し、関連予算を拡
充すること。酪肉近の改訂にあたり、生産
基盤強化策等の施策を盛り込むこと。
　また、国産生乳・乳製品の安定供給に向け、
生産抑制・減産に頼らない対策を行うよう
国に求める。

◎意 見 書　関係大臣・衆参議院議長に送付

択採を請願



9 2025（令和 7 ）年 4 月　第 166 号
し か お い 議 会 だ よ り ■	3 月は様々な卒業の月。子供たちの成長を直に感じる。そして、私自身、

大人として恥ずかしくない仕事しなきゃと思う今日この頃。つぶやき

懇談会・議員塾

（予約は不要です）

まちなか会議

NHK の取材の中、開塾式を開催NHK の取材の中、開塾式を開催

2 月 25 日開催 のカフェでひとこと2 月 25 日開催 のカフェでひとこと

町では、瓜幕エリアの公共施設（小学校・
保育所・プール・夢創造館・留学センター）
を自営線で結び、地域の脱炭素化を図るとと
もに、自然体験留学センターを省エネ施設と
して新設する計画を進めている。
この事業について令和６年６月に示された

基本構想（令和５年度作成）では、収容人数
が 10 人、居室面積が既存施設と同程度等と
していたが、令和 7 年 3 月に示された基本設
計では人数、面積ともに大幅に縮小され、各
室の配置も変更されていた。このことから、
変更の経緯等を確認するため、総務文教常任
委員会では留連協役員との懇談会を開催した。
町から、変更の理由として、スタッフの人

数を考慮した場合、子どもが罹患（りかん）
した際の対応や屋外活動での安全性確保、生
活指導面からの配慮、また、建設費の観点か

らも、現在の実態数と同程度の 5 〜 6 人の施
設規模が適切であるとの説明があった。
留連協役員からは、自然体験留学制度が学

校の存続を目標として始まった経緯や地域の
活性化につながっていること等が述べられた。
議員からは、多額の投資を行い長期間使

用することを踏まえ、留学生数の増減に柔軟
に対応できる施設規模が必要では等の意見が
あった。

これらの議論を踏まえ、令和７年度予算審査特別委員
会において本事業に対する質疑や反対討論が行われた。

（関連記事 P7）

総務文教常任委員会総務文教常任委員会とと自然体験留学センター自然体験留学センター
連絡協議会（留連協）役員連絡協議会（留連協）役員とのとの懇談会懇談会をを開催開催

留学センターを省エネ施設として新設留学センターを省エネ施設として新設

令和７年第１回議員塾終わる令和７年第１回議員塾終わる
令和７年第１回の議員塾を、2月 20 日から

3月 19日の日程で行いました。
鹿追町議会初となる議員塾には 2人が入塾さ

れ、議会の概要や議会活動等についての座学や
本会議の傍聴を行っていただきました。

狩野 正雄 議員 と 清水 浩徳 議員 が
お待ちしてます！

議員 とと  カフェ でで  ひとこと 

議員とカフェでひとことを議員とカフェでひとことを
開催しました開催しました

２月 25日、平成館で「議員とカフェでひと
こと」を開催しました。当日は 7人が参加し、
昨年からの町立病院問題や町道の除雪、老人会
行事への参加者減少等についてご意見をいただ
きました。

議員宛ての案内フォーマットを新設し
ました。「議員に自分たちの活動を知って
ほしい」「議員との交流機会を作りたい」
そんな時は、右記QRコードからお気軽に
お知らせください。

※式典や会議等の正式な案内は、議会事務局まで郵送
またはご持参ください。

議員宛て行事案内に議員宛て行事案内に
フォーマットをご活用くださいフォーマットをご活用ください

令和 7年第 2回の議員塾は、９月 9日から
9月 22 日に開催予定の 9月定例会に合わせて
開催します。詳しい日程は、決まり次第、ホー
ムページ及び議会だよりでお知らせします。
皆さま、ぜひご参加ください。

（３/7、3/13）

令和７年 5 月 20 日（火）午前 11 時 00 分
平成館  で開催します
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一般質問

町民ホールと神田日勝
記念美術館

（
答
弁
）
喜
井
町
長

工
事
に
よ
る
施
設
の
閉
館

は
、
町
民
ホ
ー
ル
が
１
年
４

か
月
、
神
田
日
勝
記
念
美
術

館
と
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
は
１

年
、
健
康
温
水
プ
ー
ル
は
７

カ
月
を
見
込
む
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

瓜
幕
エ
リ
ア
で
は
、
自

然
体
験
留
学
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
に
伴
う
改
修
が
課
題
で

あ
る
。
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
新

設
と
自
営
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
効
率
よ
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
。
経

済
効
果
は
電
気
代
が
年
間

２
５
０
万
円
削
減
、
二
酸
化

炭
素
の
削
減
量
は
年
間
30
〜

40
ト
ン
。
太
陽
光
発
電
と
蓄

電
シ
ス
テ
ム
と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
周
辺
公
共
施
設
を

つ
な
げ
、
防
災
性
の
向
上
も

期
待
で
き
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

令
和
４
年
に
国
か
ら
「
脱

炭
素
先
行
地
域
」
に
選
定
さ

れ
、
こ
の
事
業
に
よ
り
町
内

３
エ
リ
ア
で
二
酸
化
炭
素
排

出
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
は

実
施
設
計
、
令
和
８
年
度
か

ら
９
年
度
に
施
工
す
る
計
画

で
あ
る
。
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
申
し
込
み
の

あ
っ
た
企
業
体
か
ら
参
加
辞

退
が
あ
り
、再
公
募
を
行
う
。

（
質
問
）

役
場
周
辺
の
Ｚ
Ｅ
Ｃ
化

改
修
事
業
に
よ
り
、
建
設
か

ら
35
年
経
過
し
て
い
る
町
民

ホ
ー
ル
、
神
田
日
勝
記
念
美

術
館
、
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
等

の
公
共
施
設
を
改
修
す
る
計

画
だ
が
、進
ち
ょ
く
状
況
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
育

成
と
い
う
事
業
も
行
っ
て
お

り
、
そ
の
方
が
中
心
と
な
っ

て
町
内
に
集
約
さ
れ
た
事
業

者
と
ほ
か
の
場
所
か
ら
来
ら

れ
る
事
業
者
を
う
ま
く
結
び

つ
け
、
連
携
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

本
町
で
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
本
町
の

知
名
度
が
広
が
っ
て
い
る
と

考
え
る
。

参
加
し
た
企
業
の
う
ち
３

社
か
ら
、
国
の
人
材
派
遣
制

度
で
あ
る
地
域
活
性
化
起
業

人
と
し
て
人
材
を
派
遣
い
た

だ
い
た
。

そ
の
う
ち
１
社
と
は
昨
年

５
月
に
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
、
双
方
に
と
っ
て
良
好

な
関
係
性
を
構
築
し
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
企
業
と
の

連
携
や
、
参
加
企
業
と
の
連

携
強
化
に
よ
り
、
町
の
活
性

化
や
課
題
解
決
に
つ
な
げ
た

い
。

佐
さ

々
さ

木
き

　康
やす

人
と

　議員

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

進
ち
ょ
く
状
況
は

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
参
加
辞
退

に
よ
り
再
公
募

脱 炭 素脱 炭 素
A Q

Q

A

シカソンの今後の事業展開は

企業との連携強化により
町の活性化を図る

シ
カ
ソ
ン

シ
カ
ソ
ン

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

３
月
13
日
、
４
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
っ
た
。

（
質
問
）

シ
カ
ソ
ン
は
「
鹿
追
町
を

知
っ
て
も
ら
う
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
行
わ
れ
、

昨
年
、
地
方
創
生
賞
と
し
て

評
価
さ
れ
た
。

今
後
、
課
題
解
決
型
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
鹿
追
の

（
質
問
）

町
内
関
係
事
業
者
と
の
連

携
と
は
。

具
体
的
な
内
容
は
。

（
質
問
）

工
事
の
実
施
に
伴
い
、
公

共
施
設
を
閉
館
す
る
と
聞

く
が
、
完
成
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

（
質
問
）

瓜
幕
地
域
で
自
営
線
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
）
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
が
可
能
に
な
る
と
聞
く

が
、
経
済
性
や
環
境
性
は
。

知
名
度
を
上
げ
つ
つ
、
ど
う

事
業
展
開
し
て
い
く
の
か
。

（
質
問
）

地
道
な
取
り
組
み
が
非
常

に
大
事
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続

と
実
現
を
期
待
す
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
、
こ
の
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
シ
カ
ソ
ン
の
取
り

組
み
も
含
め
、
非
常
に
重
要

と
考
え
る
。

狩
かりの

野　正
まさお

雄　議員
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一般質問

（
答
弁
）
喜
井
町
長

ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
は
、
令
和
６
年
度
は

４
４
３
０
人
が
利
用
し
て
い

る
。
名
簿
は
安
全
管
理
や
防

火
・
防
災
対
策
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
が
、
利
用
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
簡
易
な
記

入
方
式
も
検
討
す
る
。

事
務
所
の
壁
は
、
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用

は
意
義
が
あ
る
と
思
う
。
衛

生
管
理
や
安
全
面
に
配
慮
し

な
が
ら
、
関
係
機
関
と
相
談

す
る
。

黒
くろ

井
い

　敦
あつ

志
し

　議員

つぶやき ■	広報係の頃、鹿追高校の新校舎に引っ越しをする場面を取材。
今回は新しい寮を見る機会を得た。子どもたちの未来に期待です。

ピュアモルトクラブハウスの活性化をピュアモルトクラブハウスの活性化を

（
答
弁
）
喜
井
町
長

ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
の
活
性
化
を
通
じ
、
町

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

職
員
は
、
日
頃
か
ら
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
意

識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
条
例

（
答
弁
）
喜
井
町
長

職
員
研
修
の
重
要
性
は
認

識
し
て
お
り
、
職
員
の
や
る

気
を
引
き
出
す
の
は
理
事
者

側
の
仕
事
と
考
え
る
。

役
場
組
織
の
運
営
も
含

め
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

Q

A

ピュアモルトクラブハウス
活性化のため、カフェや

図書館を設置しては
利用者の声を聞き検討する

ピ
ュ
ア
モ
ル
ト

ピ
ュ
ア
モ
ル
ト

町
民
の
幸
福
感
向
上
に

つ
な
が
る
職
員
育
成
を

新
た
な
課
題
に
対
応
す
る

職
員
を
育
成
す
る

職員育成職員育成
A Q

（
質
問
）

新
た
な
高
校
寮
の
近
く
に

あ
る
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
の
利
用
ニ
ー
ズ
は
高

ま
る
と
考
え
る
。
若
者
が
安

心
し
て
集
ま
れ
る
場
所
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
定
住
促
進

や
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が

（
質
問
）

高
校
生
が
集
ま
り
や
す
い

環
境
を
作
る
た
め
、
す
ぐ
に

で
も
で
き
る
軽
食
の
自
動
販

売
機
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
設

置
と
、
図
書
館
の
分
館
と
し

て
位
置
付
け
活
用
す
る
こ
と

を
提
案
す
る
。

本
の
収
蔵
数
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
、
若
者
の
読
書
習

慣
を
促
進
し
、
施
設
の
有
効

活
用
に
つ
な
が
る
。

（
質
問
）

鹿
追
町
は
、
地
域
課
題
解

決
の
た
め
に
民
間
企
業
と
連

携
し
、
民
間
の
知
恵
を
積
極

的
に
生
か
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
り
町
政
に
新
し
い
動
き

を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
と
考
え
る
。

町
は
民
間
の
知
恵
を
生
か

す
職
員
育
成
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

組
織
力
を
高
め
る
人
材
育

成
、
意
欲
的
な
職
員
の
活
躍

の
た
め
に
、「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」
を
柱
と
し
た
人

材
育
成
が
重
要
だ
と
思
う
が

町
長
の
考
え
は
。

（
質
問
）

職
員
研
修
に
熱
心
な
自
治

体
と
そ
う
で
な
い
自
治
体
で

は
、
数
年
で
差
が
開
い
て
い

く
。
そ
れ
は
住
民
の
幸
福
感

の
差
に
つ
な
が
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
鹿
追

る
。
若
者
が
利
用
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
入
館

者
名
簿
の
記
入
を
廃
止
し
、

事
務
所
の
壁
を
腰
高
の
壁
に

リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
は
ど
う

か
。
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
が
分

か
り
、
気
軽
に
話
せ
る
環
境

が
作
れ
る
の
で
は
。

ま
た
、
未
活
用
の
カ
フ
ェ

ス
ペ
ー
ス
を
町
民
に
無
料
開

放
し
、
高
校
生
や
高
齢
者
が

運
営
す
る
こ
と
で
、
世
代
間

交
流
の
場
と
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。

の
趣
旨
を
職
員
に
浸
透
さ
せ

る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
新
た
な
課
題
に
適

応
で
き
る
職
員
の
育
成
が
急

務
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
、「
職
員
人
材
育
成

基
本
方
針
」
を
改
訂
し
、
職

員
一
人
一
人
が
主
体
的
、
積

極
的
に
自
ら
の
知
識
や
能
力

を
向
上
さ
せ
る
よ
う
、ま
た
、

地
域
課
題
を
認
識
し
、
町
民

や
企
業
と
の
連
携
と
協
働
を

進
め
、
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
を
支
え
る
職
員
育
成
を

進
め
る
。

町民ホールで実施したハラスメント研修町民ホールで実施したハラスメント研修

町
は
、
職
員
へ
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
く
。

意
欲
あ
る
職
員
を
増
や
す

こ
と
は
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
と
思
う
が
。

山
やまぐち

口　優
ゆうこ

子　議員
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編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
２月初旬、十勝地方を襲った記録的な大雪は、住民生活に多大な影響を及

ぼしました。
帯広市内では除雪作業の遅れが交通機関に大きな支障をきたしました。
この経験を教訓に、今後の復旧作業の技術向上に期待したいものです。
一方、鹿追町内では大雪にもかかわらず、おおむね良好に対応できていた

と思われます。
議会広報部会  部会員　 青 砥 敏 一 　

議会広報広聴常任委員会
広報部会

部 会 長 　佐々木康人
副部会長　  山口　優子
部 会 員 　青砥　敏一	
　　　　　  金子　孝伸
　　　　　  黒井　敦志

 

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
山
口
優
子
）

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
青
砥
敏
一
）

地域おこし協力隊
鹿追高校みらい留学コーディネーター

宗
そう

 雲
ぐも

　茉
ま

 里
り

 奈
な

 さん

令
和
６
年
10
月
１
日
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
「
鹿
追

高
校
み
ら
い
留
学
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
に
、
宗そ

う
雲ぐ

も
茉ま

里り

奈な

さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

宗
雲
さ
ん
は
、
大
学
時
代
の

カ
ナ
ダ
留
学
や
、
令
和
６
年
７

月
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な

ど
、
豊
富
な
国
際
経
験
を
持
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か
し
、

鹿
追
高
校
全
国
募
集
の
広
報
活

動
、
入
学
希
望
者
へ
の
支
援
、

寮
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
す

る
生
徒
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
幅

広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
「
Ｓ
ｏ
ｒ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ａ

（
ソ
ル
プ
レ
ー
サ
）
十
勝
」
と

い
う
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
で
活

動
し
て
い
て
、
ご
縁
が
あ
り
鹿

追
高
校
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

鹿
追
高
校
は
カ
ナ
ダ
短
期
留

学
と
探
求
学
習
が
特
徴
の
ひ
と

つ
で
す
が
、
生
徒
や
学
校
関
係

者
の
温
か
さ
、
町
の
サ
ポ
ー
ト

の
厚
さ
な
ど
、
広
い
視
点
か
ら

未
来
の
新
一
年
生
に
魅
力
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
ま
だ
ま
だ
鹿
追
初
心
者

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
魅
力
を
知
り
、
広
め

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

「
鹿
追
高
校
み
ら
い
留
学

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
着
任

役
場
職
員避

難
所
運
営
訓
練

自
衛
隊
の
勤
務
を
経
て
、
令

和
６
年
４
月
か
ら
地
域
防
災
監

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

 

こ
う
い
っ
た
防
災
訓
練
は

非
常
に
重
要
で
、
公
助
を
充
実

し
な
い
こ
と
に
は
、
自
助
、
共

助
に
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と

考
え
ま
す
。 

ま
ず
役
場
と
し
て
の
体
制
を

整
え
構
築
す
る
こ
と
が
町
民
の

方
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

役場町民課　地域防災監

上
かみ

 出
で

　昌
まさ

 行
ゆき

 さん パーティションと段ボールベッドの組み立てを実施

２
月
20
日
、
鹿
追
町
役
場
で
初

め
て
の
避
難
所
運
営
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

役
場
職
員
61
人
、
議
会
議
員
７

人
、
学
校
の
先
生
方
８
人
の
計
76

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

内
閣
府
が
承
認
す
る
「
地
域
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
資
格
を
持

つ
上
出
さ
ん
の
講
話
の
後
、
３
人

組
で
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
と
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
を
組
み
立
て
る
練
習
を

し
ま
し
た
。

ぎかい

トピックス


